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phosphatebuffer.Afterdeterminingthepotencyof

ChE-activityjnthest∝ksolutionofh甲 nplasma,
也edilutionmultiplereqtliredformakingl】p一也e

standardChEsolutionwascahlatedfroqlthe
equation,M-Ⅹ/0.5×10,asshowninFigure2.

Inthe'equation,Mrepresentsthedilutionmuldple

requiredformakingtlpthestzmdardChEsolution

byaddingthebufferandXisthevollJne(inml.)

ofstandardChEsolutionequivalenttothehydroly･

lingacethyl･cholinebromidebythe0.5m1.of

trialsolutioninst∝khumanplasma.Thestarldard
ChEsolutionhasconstantlythepotencyofChE･

activity,whidhⅥnshydrolyzed2･3FEM･ofACh

per30minuteswhep its'activitytestedunder
conditiondescritxdbelow.

Afterpreliminaryinvestigations,allourexperi･

me血tswereperfomedunder仏e00nditionat

Metcalf'sl8)substrateconcentrationof0,004M ACh･

Br.,phosphatebufferat8.0(Fig.1)aLld30mintrtes'

reaction.at37･5oC･(Fig･5)･

InFallsdleerandC00k'Stedhnique9)ontheuse

ofbrominwaterasoxidizingagenttoconvert

phc6Phorothioatesandphosphorodithioatestol'n

I,t'Lromorestronginhibitors,hlsfinalconcenration

ofbrominewaterm ssuccessful,buttheexcess

brominewater(0.4◆,Oo'.over)interferedwith the
enzymticactionoftheanti･ChEmethodanditⅥ屯S

inactivatedat血alconcentratiol10f20,%',andalso

thedeficentbrominewater(0.2% t)elow)didnot

convertcompletelywithLthesmallamountsof

inhibitor. neoptimum 丘naliCOnCentrationof

brominewaterⅥnS0.2rO.4% (Fig.3). The･bro･

minTeWaterreacted instantenouslywithinhibitor

(Fig.4).

The;nl1ibitionandthestandardcurvesOf.the

materialstested,beforeandafterbrominetreat･

ment.inthisexperiments,areShowninTable1.
Thisisingoodagreementwi血 也edataofFalls-

cheerandCook9). Ofthematerialstested.Phos-

drinonlyreducedinanti･ChEactivitybytreat-

menrwithbrominewater.

In也eexperimentswIlere･knownamountsof

EPN'andTrithionwereaddedtoyoung'pl叩tS,

thelinterferingeffectsofplantextractsonthe

enzyme･inhibitionmethodwereobservedslightly

(Fig.7)buttherecoverypercentagesもeregeqe-

rallyhigh(Table2).

Figures8aand8bshowsthestandardcurvesto
distinguishbetweenparathionandparaoxonwhich

havelargedi斤erenceinChE･inhibitoryactivity.I

pkthionandparaoxoncm bedistinguishedat

ratiosof0..10to9･'11(0･'..0.1to0.09･'0.01'FEg.)

bythestandardcurvesinFigure8a,andatratiosof

99:1to999:1(0.09:0.01to0.099:0.001′上g.)
bythestaLndardcurvesinFigure8b.

StudiesoptheControloftheFArE88terntlrticAtingMoth,EuproctleRatlallremer.

HiroshiMATStJZAWA(LaboratoryofAppliedEntomology.FacultyofAgrimlture,KagawaUniv･
ersity)andYukihikoFuJII(NibuHealthCentre,KagawaPrefecture).ReceivedDec.20,1959.
Boiyu･Kagaku,25,41,1960(with'Englishrisum6,46).

8･ ナミドク.Hの防除に関する研究* 松沢 掛 野井幸彦 (馴 大学恩学部･香川県丹生保但約
34.1皇二20受理1

近年各地で開延になっているナ:ミドクガの防除法を再検討し1:.幼虫に対しては各樫の殺虫剤を,

成虫に対しては波長をことにする各筏の蛍光灯を用いて試験した.

拾 .音

近年本邦における串蛾禍の問定削ま年とともに広範囲

に論議を展開しているが卜12',見方によってはたしか
に戦後日本に毒椛が相当に増加して来ているようにも

感じとられる:四国地方においてもこの種の問題は年

々生起する析庇をまし,香川県などでは随所に大畠発

t香川大学艮学部応用昆虫学研究室 業机 No,41

生もしくはその前兆が認められるに到っているS).

ところで問題のナミドクガ EuProcilsjTavaについ

ては,この2,3年特に生態に関する方面に研究が袋

申され5)6)8)9)ll ) , ･多くの興味ある事項が明らかになっ

て来たが,防除に関する研究はただ殺虫剤を撒布すれ

ばよいとか,誘蛾灯を用いたらよいといったよう.な安

易な常識にわざわいされてが ), 若干を除き余り見る
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べきものがない.

そこで筆者らは松沢の番JTl県における過去数年にわ

たる生態研究 (殆んど未発表)を基礎 とLて,昨年

(1958)以来本毎の防除に関する研究を開始した.しか

して今El若干の資科を得ることができたので,以下に1J
その大要を報告することにする.

本文に入るに先だって,本研究に多大の援助をいた

だいた香川県大川郡大川村当局,同村民生課高島重点,

矢未善吉両氏,大川郡丹生床健所員串田文市,渡辺牧

也,近藤貢,･田中利夫らの諸氏,四国電力株式会社長､

尾出張所各位ならびに香川大学農学部応用昆虫学研究

室専攻学生諸君に対して深甚の謝意を表したい.

研 究 方 法

1.幼虫に対する防除の研究 :ナミドクガ幼虫に対

しては,捕殺のほかは殺虫剤による防除以外に環極的

な方法はないので,消化中毒剤および接触中毒剤を用

いて室内殺虫試験および山林内における施用試験を行

なった.前者では粉状由雄の殺虫剤はすべて撒布面上

歩行法により接触,又乳剤形贋のものは2秒間のディ

ッピングを行なって試験し,野外の施用試験では撒布

機を用いて粉剤,乳剤ともになるべく実際に近い施用

方法によって実施した.勿論室内試験では,一般の殺

虫試験法に準じて実施し,殺虫剤接触後は常に過剰の

ものを取除いて,新らしい折紙をしいたシャーレ中に

10頭宛収容したが,取扱いにはつとめて細心の注意を

.払った.

2.成虫に対する防除の研究 :ナミ¢クガの成虫が

光に対して顕著な陽性走光性を示すことは,経験的

にもよく知られているが,今回は波長をことにする3

位の蛍光管(屋色光 FI.-20D,波長-4,500-6,500A;

青色光 FL-20B.波長-4,000-こ4,300Å;特殊光ケミ

カル FL20BL,■波長-3,500Å内外)を用いて,そ

れぞれの誘殺誰率を比較しながら実施した.ここに新

たに使用した特殊蛍光管ケミカルお.よびその分光エネ

ルギ-分布は第1図の如くで,それぞれ地上 150cm

の位置に取りつけた.設置の仕方 (大川部大川村の場

令)は応急的なもので正式でないのはもちろんである

が,山林内に配線工事することは時間的にも,経費の

関係からも今回は矩理であった.ただ四国磁力株式会

社の好意によって電柱取付のみ可誰とならた.水盤の

水はその都度新らしいものと取かえ,又そのたび.K激

情のマシン･オイル又は展着剤を清下して,一旦飛込

んだ蛾が容易にタいこ飛出すことのないようにした.し

かしてその都軍年後10時-12時の閲に1回水盤中の
全落下昆虫のすくいだLを行なって (勿論この際落下

した ドクガは性別にその数を検して記録), 爾後の

飛来成虫の落下が妨吉されることのないように管理し
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Fig.1. Spectral distributionsofthechemiGll
andthe､blue凸uorescentlamp.

た.

尚この試験は本年1959年ナミドクガの発生数笹をき

わめた香川県大川部大川村田面峠一帯 (数個の小さな

谷をもった疎林)および木田郡三木町本学農学部付属

虚場 (憤斜地疎林の山裾から約700mへだたった平坦

也)において6月中旬から7月上旬の間に施行した.

幼虫に対する研究成揖

春季越冬からさめ.再び活動を開始する頃のナミド

クガ幼虫は,外観的にはそれほど大きくないが,大体

13令位に相当する.袋田を作ったまま食害をつづけ,

やがて食等上でほぼ一斉に脱皮を行なって14令にすす

むが,この時期のものをねらって殺虫剤に対する感受

性を検討した.接触殺虫触 こよる室内試験の成長即ま第

1表および第2図の如くであって,粉剤は供試したい

ずれの殺虫剤とも24-30時間内に確実に100%の死亡

率をもたらした 特に 甲 C,Nicotine-BHC, EpN

などは速効的な作用をみせ,接触後4時間内にはすで

に50%以上の死亡をもたらした.

乳剤の場合は BHC;EPN,Malathionなどが特に

迅速確実な効果を示し,接触後 8時間内外ですでI享

lb0%の死亡率をみせた.Endrin.DDT,Dieldrinなど

も24-30時間後にはおおむね100%内外の殺虫効果を

示したのであるから,やはりナミドクガ幼虫に対して

は相当独力な殺虫効力を有するものとみてさしつかえ

なかろう.ただ矧 与注意すべきは,BfIC乳剤の迅速＼

孫文な殺虫力で,粉剤の場合にもこうした煩向が見ら

れたが,一般的にはナミドクガ幼虫に対してはまず

BHC をという一防除方針が考えられるようである.
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Table.1. Mortalityof.thelarvaoftheFarEasternurtiGltingmoth treated
withsomepowdersofin主ecticides(At20oC;April20,1959)

00

釦

､釦

40

加

.0

l

■
(
%
)

A

)!t8
hOM

UC= ?
2:i良: くつ

●ゝ

■

Fig.2. Mortalityofthelarva.oftheFarEastern urticatingmoth treated
withsomeemulsionsofinsecticides(20oC).
Concentrationofemulsion:

DDT(20%) ×5叩
･Endrin(19.5%)×500
EPN(46%) xl.000

消化中毒剤の枇敢鉛.批酸石灰を用いた室内試晩成
現株,ここに掲げることを省略するが,両殺虫剤とも

に大体確実な効力を発揮し有効であることがわかった

(食草ヤマフジの∃掛こ殺虫剤を撒布して給与).

山林内での試験は1坪を蝉位として1殺虫剤当り4

坪を使用し,乳剤は節3図に示した6球,粉剤は第1
.袋の中の Endrinを除いた6位を用い,さらに枇顧乱

批敬石灰を供試した.試奴の結果はやはりいずれも

独力な殺虫効力を発揮し,ほと.kど70-100%の死亡
率が見られた.ただ DDT粉剤のみは若干成銃が恐

く,60-80%程度の死亡率であったが,あるいはこの

場合撒布法に若干の氾協な点があったのかも知れない.

こ̀の場合もBHCの効力は銃著で, むしろEPN や

Mala血ion などより迅速かつ確実な効果を示した.

1958年10月に山林内で施行した BHC,IDDTの比較

試敬でも,やはりBHCの方が粉剤,乳剤ともに有効

であって,ナミドクガ幼虫に対する殺虫剤としては的

BHC(20%) x500

Dieldrin(18･5,Oof)×500 .
Malathion(50%)×1.000

にも一寸ふれたように BHCでまず十分のように考え

られる.

成虫に対する研究成静

成虫の蛍光管による誘殺試験は,1959年6月におけ

る香川県地方のナミドクガ成虫の最盛期をねらって芙

･施した.即ち57,3図に示した丁度ピークに透した頃に

あたる.

3位の蛍光管を用いて行なった試験成駅の一部は第

2,3表iこ示した如くで,特殊光ケミカルの誘引力投

もつよく,/3いで背色,墨色の項であった7).-脚 こ

蛍光誘戯灯といえば通常青色光のものが考えられ易い

が, これらの成約にみられるように,青色光より尚一

層疏著に波長の軌 ､持珠光ケミカJt,に誘引され申.こと

を考えると,やはり防除の維率を一･屑高度にする意味

において,今後のかような検討が必要であろう.他の

2,3の苦虫たとえばコガネムシ現 Saratneidae,ニ
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Table.3. Ntmberofadultmothsnightto

eachlighttrapatMtxIづfIO,KA(IAWA(1959).
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Fig.3. Fluctuationcurveofthe､numberofA
mothscapturedatOEAiFA,KAOAWA(1959).

Table･2･ Numberof■adult甲0thsRighttoA
飽ChlighttrapatOR:Aw上,KAOAWA(1959).

1 1 2 1 3 1 4

三

…

…

〓

'1:I
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(StajIFL-20D

Total I 1486 1 1454 12062 l ,127 7 4

カメイガChilosuPPressalfsなどについても調査し

てみたが,やはりナ.ミドクガの場合と同様であった7).

･ところでかような光に誘引されるナミドクガは,｡発

蛾初期から最盛期に至る頃までは第4図のように堆蛾

が一般に多く,後になるほど雌蛾の比率が高くなって

くるが.このことはすでに多治見市などでも認められ

キことである8･9'. けれども光た誘引される嘩蛾の多

44-
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Fig.4. Fluctuationchrvesofthenumberof
malesandfemalescapturedbyfour允uorescentA●
lamps.●:合,○:早.(0EAWA,KAOAWA,1959)

Tablet.4. RatiooftheovipositedandtheA
tmovipositedfemalescaptured.(OEAWi.KAOAI
wA,1959).

June July
20 22 25.2729 2 4｢

〓 36 40 40 50

64-60 60 50

くが,経産蛾であるか末産蛾であるかということは,

かなり重要な意味をもっている.このことに関して親

祭したところを示すと第4表の如くで,はじめの間は

特に串声域が多く,後期になってもそれほど末座蛾の
比率が極端にへるようではなかった..このことはナミ
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ドクガ防除の見地からいっても非常に有利なことと考

えてよいであろう.

次に蛍光灯への東釆時刻の開放であるが,筆者らの

記査結果の1例を示すと薦5表の如くで,前半夜とく

に午後8.00時から同9.30時頃までが最も飛来数か大で

あっ.た.しかして確柾成閲での飛来時刻の中晩も殆ん

ど大差が認められなかった.etE者らの行なった他の調

査の場合にも同様であったので,一応これらはナミド

,クガの一般的性質とみなしてよいであろう.

Table.5. NumberofmothscapturedbylightA
trapwith thetimewenton(OKAWA&MIR!-
C℡O,KAOAWA.1959). こ-

Date(Station)
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であるし,成虫に対しては青色蛍光管もしくは一層誘

恕雑事の高い特殊光ケミカル井他の短波蛍光管を誘殻

に使用するならば,可成り高度に防除の目的を述する

ことができるように思う.●ただ一般には誘煩灯と'いう

とすぐにTj色蛍光矧 =.よるものを想起するのが普通で

あJ),むしろIi瓜的許.3になっている観があるが,チ

でにのべたよう'に一周誘穀能率を高めるためにはそれ

よりも波長の短いものをえらぶ方が好都合であること

を改めて認識する必要があろう.'本研究では特殊光ケ

ミカルを使用したが,同様なものにブラック･ライト

(FL-20BLB)という特殊ランプも製作されている1.･

この特殊蛍光管は特殊蛍光管.(ケミカル)の可視線を

フィルター･ガラスによって疲収せしめ･,蛍光作用を

1一段と効率高くしたものであるが,分光エネルギー分

布はケミカルと殆んど同様なものであるア).ナミドク

ガに対しては直接には使用しなかったが,各種の昆虫~

の誘殺試験の結果からやは.り相当強力な性徒を有する

ものと考えられる.

モンシロドクガ EupyocLissimitisやチャドクガ

.EuProcLis♪seudoiのSPenaに対する試奴は,末だ十

分行なってはいないが-,少数個体の飛来から推してや

はり短波蛍光管の方が一層能率的な防除効果をあげ狩

るのではないかと思われる. ●

摘 要

ナミドクガの有効な防除法を＼明らかにするために

1958-1959年本研究を行ない次の如き成銃を持た.

･;'ll) 幼虫に対する殺虫剤として批敢鉛,批懲石灰な

どの消化中寿剤は勿論有効であったが,接触殺虫剤の

中では BHC粉剤,DDT粉剤,Nicotine-BIiC粉剤

,Nicotine-DDT粉剤,Malathion粉剤,EPN粉剤,

Endrin粉剤などいずれも有効で,BHC乳剤, EPN

乳瓢 Matithion乳剤なども非常に有効であった.

1959年罷灯線をひきにくい場所に設定された石油誘

蛾灯100韮位を対象に,飛来数の比較検討を行なった

が,勿論設定場所の適当な,･燃え万の良好な灯には相

当程度の飛来が認められた..しかし誘蛾能率は蛍光管

の場合に比べると問題にならない在駐かった.

EB ∵真 二

ナミドクガの防除は幼虫に対する殺虫剤応用,･成虫

に対する誘蛾灯応用によるほか現段階では方法はない

′が,適当なものをえらぶことさえ可能であれは相当高

い防除能率を期待できるものと考えられる.即ち幼虫

に対しては鼓も適当な時期 (夏から秋,叉は春季の災
団形成期)に,BHC,Nicotine-BHCあるいは低詩性燐

剤ではあるが.Malathionなどを用いれば非常に有効

BHCはとくに速効的でまた砕実な効力を示すようで

あった.

､2) 成虫の誘蛾灯による防除試験の結果,Tl色蛍光

灯 (4.000-4,300Å)も相当な効力を発揮したが,特

殊怒波蛍光灯ケミカJt,･ランプ(3,500Å)はより一層

誘引効果大であった)発蛾最盛卿 TLには｢椴に雄雌が

多く飛来.Lたが,後には却って雌如 ミ多.く飛来した.
3) 誘蛾灯-の卵考は日没改2-3時間がもっとも

助著であったが,光に対する米産蛾の反応はきわめて

著るしかった. ,
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.5) 松沢 詑 :香川県医師令誌 12,19,(1959)･
6) . :香川大学凸学部学術印告.(投稿申).

17) ･松岡倣朗 .'科学 29,613,.(1959).

I8) 宮田弊紙･増庄正明 :術生動物 8,100,(1957).
9) 森下哲夫 :荷生動物 8,:53,(1957).

10) 緒方一事 :荷生動物 8,98,(1957).
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R由um6.

1nordertoknowtheeffectivecontrblmeasure(if

theFarEasternurtiGltingmoth,EupyociisPava

Bremer.thisstudywascarriedoutfortwoyears

extendingfrD血1958to1959. l

Forth9larvathe contactiilSeCticides such

as.thepowlde_rsDf-BHC,DDT.lNicotine-BHC,

Ni00tine-DDT,Malathion. EPN.Endrin-Were

veryeffectiveaswellastheemulsionsofBHC.

EPNandMala也ion. Thestomad poisonssud

asPb-arsenate,Ca･arsenatewereconsiderablyeEf･

ective.

Fortheadultmoththelighttrapmethodusing

触orescentlamp.(3･500Å)washigh,1yeffective･
although theblue触or去centlamp(4,000-4,300Å)

wasconsiderably. Thenumt光rOfthemaleadults

且ightto,thelight,trapwere.abundantthanthe

femalesuntilthetimeofthepeak.ofe血ergerlCe

though afterwardsthefemalesw早renumerOuS･

.Thenightoftheadultmothsto,thelighttrap
werereinarkabledur;ng213hoursaLterthesunset

andtheresponseoftheunovipositedfemaleswere

veryrelnarkableingeneral.

珍

ペーパークロマ トグラフィーによる昆虫

体柚的物中の殺虫剤の予備精製

J.J.Mepn,M･E･EldefTawi,and,H･T･Cordon;
PrechromatographicPuri丘ationofhsecticides
fromInsectTissueExtracts.J.Agr.FoodChem.
lP,41(1960)

昆虫の殺虫剤代謝の研兜にペーパークpマt'グラフ

イ′-が用いられているが,昆虫体のアセ-トン抽出物中

には多重の額脂質がふくまれていて,このものはロ紙

を汚し,そポットの不明瞭や,分離の不完全,文はFf

位の変動等の原因となる.それでこれらの妨召物を除

く必要があるが帯媒としてアセトニトリル~を用い,予

備約のベーパ-クロマトグラフィ-を行うと良い事が

■分った.

まず 500二600mgの昆虫体を5mlのアセトンと混

合し,水を除いた後遠心分離し,上野紋を窒素ガス中

で 30-50FLlに浪縮し,キャビラ.)-を用いて先端を

･細くした長さ2.5インチ巾1インチのロ紙(Whathan

No.4)の原点に滴下し,-その上に NIN'-dimethyl-
♪-トnaphthy!azoaniline(NDN)-の0.5%ベンゼン溶

紋 lFElを構下する..

展開には上昇法,あるt､は下降法を用いる.′上昇法

は口紅をスライドグラスを用いて垂直に立て,下端を

5-10mlのアセトニト.)ルを入れたど-カー中に浸す.
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殺虫剤と色素と若干の捌 旨男が上↑移動するが,大部
分の類脂質は原点にとどまる.溶媒はロ紙の先端から

ペ⊥jヾ-クロマートグ'9フイ∵用のストリップに移行す

るが,.これを乾燥し,色素が完垂に移行する患 同改

作を繰返す.下降法は密閉容田中で溶媒を入れたカッ

プに-ロ紙の上粥を浸してつり下げ下端を受宕別こ接続す

る.展開30分後に受群中り搭煤を氾範し,クロマトグ

ラフィー用のストリップ上に滴下する.

以上ゐ方法に依って C14でラづルされた γ耳1位の
DDT,DDE,Systox,Isosystox,Thimet,Sevinの

定立的抽出に成功した.放射性スポットの両群を比較

するJt･アLk.ト三ト1)ルに依って少くとも90%の殺虫
剤は抽出されている-41が分り,一方昆虫体残蹟中には

放射能は検出さ嘩 かった.

また,殺虫剤混合物を予備絹製を行わない抽出物と

共に展開すると.Systox･'IsoLsyst9Xの分離は不可能と
なるがアセトニト])A,に依る予鮒fIJ懲役クローマトグラ

フイ-を行うととれらの物矧ま分離し得る.･この場合

Rf値は対幻クロマトグラフィ･二のそれと比較すると

やや低い位を示すが,これはアセトニトリル可溶の獄

脂質に原因し,原点に4位の色素を加える執 こより補

正し得る.Cordon,に依れば殺虫剤と色素の各スポッ

トの位置の間には相関々係があり,Rf値が大きな変

化を示す場合も一定であるとしている.-(西村界二)
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